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浜松医大関連以外の方で配信希望の先生がいらっしゃいましたらご連絡ください。
ご質問・ご意見もよろしくお願いいたします。 脳神経内科 武内智康 bunai.t@hama-med.ac.jp
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ニュースレターVol.07のお知らせ
平素より医局関連業務、病診連携等に対し格別なご配慮を賜り誠にありがとうございます。

第7回目のニュースレター発信となります。今回も配信が滞っており申し訳ありません。

本年の内科学会総会では「COVID-19の総括」という講演もあり、コロナもかなり落ち着いてきており、

久しぶりにきれいな桜の下でお花見を楽しんだ方も多いのではと思います。

皆様、お仕事でお忙しいとは存じますが、一息ついてご覧いただければと思います。

昨年度、当医局は2名の新入局者を迎えることができました。これも研修先の先生方の温かいご指導の

賜物と思っております。今後とも、研修医の教育を通して、脳神経内科の魅力を若手の先生方に伝えて

いただければ幸いです。

新入局者のご案内

専攻医１年目の山崎達郎です。出身大学は富山大学ですが、出身地が静岡市で

あり、ご縁があって入局させていただくこととなりました。

初期研修を終え、求められる役割、責任が違うことを痛感する毎日ですが、少

しでも成長できるように研鑽に励みたいと考えております。

私事ですが本年度は単身赴任で浜松におりまして、週末に愛猫(写真、サイベリ

アンフォレストキャット)に会えることを楽しみに頑張ります。

ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い致します。

2024年度入局の小田凌平です。高校までは福岡、大学から初期研修1年目ま

での期間は長崎と、ずっと九州で過ごしてきました。生粋の九州男児です。

ちょっと違う場所にも住んでみたいなと研修2年目に浜松を選んでみたとこ

ろ、中村教授や伊藤先生をはじめとする浜松医療センターのスタッフの人柄

に惹かれて静岡に残ることにしました。

学生時代は下から10人だけが再試験になるような科目(整形外科でした！)で

もしっかりと再試験になってしまうような人間でしたので、関わる皆様に多

大なるご迷惑をおかけするかとは思いますが、褒められて伸びるタイプです

ので伸びしろに期待して温かく見守っていただければと思います。

学生や初期研修医が抱く脳神経内科に対する心理的ハードルを下げさせる一

助になればと思っています。

2024年度は浜松医科大学で勤務させていただきます。勤務開始2週間でこれ

でもかという程のMRIの同意書を印刷し脳神経内科としての生活が始まった

なと趣を感じております。これからよろしくお願いいたします。

山崎達郎先生

小田凌平先生



皆様もご存じの通り、当科は第一内科からは2021年に独立しております。しかし大学の当科の

ホームページは第一内科に所属したままの状態でした。

すでに独立から3年が経過した状態でもありますので、独自のホームページを作成することになり

ました。これによって、あまり更新されなかった情報も適宜更新できるようになります。

なにかご意見、ご要望等ございましたら、なんなりと申しつけください

近日公開予定です

Webカンファレンスの予定2024年度の医局人事について

2024年4月に異動などの先生方についての情報です
括弧は卒業年と前任地になります。

・順天堂大学大学院進学
大竹 悠介（H29卒、浜松医療センター）

・浜松医療センター
篠原 慶（H27卒、静岡赤十字病院）

・浜松医科大学
小田 凌平（R4卒、浜松医療センター）

・浜松医科大学
山崎 達郎（ R4卒、静岡赤十字病院)

5/17：浜松医科大学

7/19：静岡赤十字病院

9/20：焼津市立総合病院

11/15 ：磐田市立総合病院

2025/1/17：聖隷浜松病院

3/14：浜松医療センター

本年度のWEBカンファのご案内です。

昨年度同様に参加可能な施設が少なくな

る影響もあり、隔月での開催となります。

いずれも18時からとなります

当科の独自ホームページが開設予定です

7月にパーキンソン病市民公開講座を行いました

昨年7月30日に浜松市の後援のもと、アクトシティー浜松コングレスセン

ターでパーキンソン病市民公開講座を主催しました。

初めての主催、かつコロナ禍ということもあり、外部講師の先生はお招きせ

ず、大学関連の医師のみでの講演でしたが、当日は100名を超えるパーキン

ソン病患者さんとその家族に参加いただき、盛大に終わることができました。

講演I『パーキンソン病の内科治療』

中村 友彦 先生

(浜松医科大学 脳神経内科)

講演II『パーキンソン病の外科治療』

野崎 孝雄 先生

(浜松医科大学 脳神経外科)

本年は10月13日に予定です。



中村 友彦. パーキンソン病の内科治療. パーキンソン病市民公開講座. 2023年7月（浜松市）

中村友彦. 電気生理学からみたニューロパチーの鑑別診断. S-36 シンポジウム36 治療につな
がるニューロパチーの鑑別診断. 第64回日本神経学会学術集会. 2023年6月（東京都）

中村 友彦. 重症筋無力症治療の現状と今後の展望. 西部難病医療無料相談会. 医療講演会. 

2023年11月（浜松市）

中村 友彦. パーキンソン病概論. 第8回PDナース・メディカルスタッフ研修会. 2024年1月（豊

明市）

墨岡彩人、永田泰之、高塚生吹、高橋巧、道丹哲志、岡伸一郎、坂本奈美、安達美和、竹村兼

成、中村友彦、小野孝明. ALS様の筋症状を認めたものの治療経過よりアミロイドミオパチーと

診断した全身性ALアミロイドーシスの1例. 第85回日本血液学会学術集会. 2023年10月（東京

都）

若月 里江、武内 智康、岡 耕太、竹ノ内晃之、渡邊 一樹、中村 友彦. 長期間MRI画像で異常を

同定できなかった抗MOG抗体関連疾患の一例. 第166回日本神経学会東海北陸地方会. 2023年

7月（名古屋市）

2023年度業績

当院でもレカネマブを開始いたしました。

心理検査などの対応もあり、金曜午後に外来を行って

います

適応になりそうか患者さんが

いらっしゃいましたら、

どうぞよろしくお願いいたします。

レカネマブについて

病院長賞を受賞しました

当科が昨年度の診療実績向上により病院長から表彰されました。第一

内科、眼科と当科の３診療科が選ばれました。

これは若手を中心としたスタッフの頑張りもありますが、たくさんの

患者さんを紹介をしてくださった関連病院の先生方のお力添えがあっ

てのことと思っております。

今後とも、いろいろな患者さんを紹介いただければと思っております。

よろしくお願いいたします。

2023年度専門医取得

渡邊一樹先生
日本人類遺伝学会臨床遺伝専門医

学会発表（シンポジウム等）、市民公開講座、医師会講演等
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